
(57)【要約】

【課題】水銀による害がなく、長寿命で、高効率であり

、かつ蛍光ランプからの置き換えが容易な照明装置を提

供する。

【解決手段】照明装置１を、発光ダイオード４と、発光

ダイオード４を収容するための透光ケース３と、外部電

力を透光ケース３の内部に導入するための電極部２と、

電極部２から導入された電流電圧を変換して発光ダイオ

ード４へ供給する内部電源６とを備えたものとした。透

光ケース３は、その形状を特に限定されないが、例えば

、円筒状に形成し、電極部２を透光ケース３の両端に設

けると、照明装置１を直管蛍光ランプの代替品として用

いることができる。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 発 光 ダ イ オ ー ド と 、 該 発 光 ダ イ オ ー ド を 収 容 す る た め の 透 光 ケ ー ス と 、 外 部 電 力 を 透 光
ケ ー ス の 内 部 に 導 入 す る た め の 電 極 部 と 、 該 電 極 部 か ら 導 入 さ れ た 電 流 電 圧 を 変 換 し て 前
記 発 光 ダ イ オ ー ド へ 供 給 す る 内 部 電 源 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 照 明 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 発 光 ダ イ オ ー ド が 、 ０ ℃ に お け る 熱 伝 導 率 が ２ ０ ０ Ｗ ・ ｍ － １ ・ Ｋ － １ 以 上 の 金 属
で 形 成 さ れ た 基 板 に 実 装 さ れ て な る 請 求 項 １ 記 載 の 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 複 数 の 前 記 発 光 ダ イ オ ー ド が ア レ イ 状 に 配 置 さ れ た 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 照 明 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 透 光 ケ ー ス が 円 筒 状 に 形 成 さ れ 、 前 記 電 極 部 が 透 光 ケ ー ス の 両 端 に 設 け ら れ た 請 求
項 １ ～ ３ い ず れ か 記 載 の 照 明 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 透 光 ケ ー ス の 一 部 を 金 属 に よ っ て 形 成 し 、 前 記 発 光 ダ イ オ ー ド か ら 発 せ ら れ た 熱 が
透 光 ケ ー ス の 外 部 へ 放 出 さ れ や す く し た 請 求 項 １ ～ ４ い ず れ か 記 載 の 照 明 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 透 光 ケ ー ス が 、 前 記 発 光 ダ イ オ ー ド か ら 出 射 さ れ た 光 を 拡 散 さ せ る た め の 拡 散 手 段
を 備 え た 請 求 項 １ ～ ５ い ず れ か 記 載 の 照 明 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 発 光 ダ イ オ ー ド の 光 源 色 が 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｚ ９ １ １ ２ 「 蛍 光 ラ ン プ の 光 源 色 及 び 演 色 性 に
よ る 区 分 」 の ４ ． ２ 「 色 度 範 囲 」 に 規 定 さ れ た 昼 光 色 、 昼 白 色 、 白 色 、 温 白 色 又 は 電 球 色
で あ る 請 求 項 １ ～ ６ い ず れ か 記 載 の 照 明 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
  Ｊ Ｉ Ｓ Ｃ ７ ６ １ ７ － ２ 「 直 管 蛍 光 ラ ン プ － 第 ２ 部 ： 性 能 規 定 」 の ２ ． ３ ． １ 「 デ ー タ シ
ー ト の リ ス ト 」 に 規 定 さ れ た 直 管 蛍 光 ラ ン プ の い ず れ か と 同 じ 寸 法 で あ り 、 直 管 蛍 光 ラ ン
プ と 置 き 換 え 可 能 な 請 求 項 １ ～ ７ い ず れ か 記 載 の 照 明 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 光 源 に 発 光 ダ イ オ ー ド を 用 い た 照 明 装 置 に 関 す る 。 と く に 、 従 来 用 い ら れ て
い る 蛍 光 ラ ン プ と 代 替 可 能 な 照 明 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 一 般 に 家 庭 用 照 明 装 置 と し て 蛍 光 ラ ン プ が 用 い ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １
を 参 照 。 ） 。 蛍 光 ラ ン プ は 、 白 熱 電 球 に 比 べ 効 率 が よ く 、 ま た 長 寿 命 で あ る な ど の 特 性 を
有 し て い る た め に 、 幅 広 く 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 蛍 光 ラ ン プ に は 微 量 で は あ る が 水 銀 が 使 用 さ れ て い る 。 水 銀 は 、 妊 娠 中
に 摂 取 し た 場 合 に は 胎 児 に 悪 影 響 が 出 る こ と が 報 告 さ れ て お り 、 ま た 、 一 般 の 人 が 摂 取 し
た 場 合 に は 、 神 経 障 害 が 発 生 す る こ と も 報 告 さ れ て い る 。 そ れ ゆ え 、 近 年 の 環 境 へ の 意 識
向 上 に よ り 、 ヨ ー ロ ッ パ に お い て Ｒ ｏ Ｈ Ｓ （ Ｒ ｅ ｓ ｔ ｒ ｉ ｃ ｔ ｉ ｏ ｎ 　 ｏ ｆ 　 ｔ ｈ ｅ 　 ｕ
ｓ ｅ 　 ｏ ｆ 　 ｃ ｅ ｒ ｔ ａ ｉ ｎ 　 Ｈ ａ ｚ ａ ｒ ｄ ｏ ｕ ｓ 　 Ｓ ｕ ｂ ｓ ｔ ａ ｎ ｃ ｅ 　 ｉ ｎ 　 ｅ ｌ ｅ
ｃ ｔ ｒ ｉ ｃ ａ ｌ 　 ａ ｎ ｄ 　 ｅ ｌ ｅ ｃ ｔ ｒ ｏ ｎ ｉ ｃ 　 ｅ ｑ ｕ ｉ ｐ ｍ ｅ ｎ ｔ ） 指 令 が 発 行 さ れ
る 見 込 み で あ り 、 そ の 使 用 が 制 限 さ れ つ つ あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 蛍 光 ラ ン プ は 、 白 熱 電 球 よ り 寿 命 が 長 い も の の 、 ６ ０ ０ ０ 時 間 程 度 と そ の 値 は 十
分 な も の で は な く 、 し ば し ば そ の 交 換 が 必 要 で あ る 。 そ れ に も か か わ ら ず 、 今 後 蛍 光 ラ ン
プ の 寿 命 が 大 幅 に 改 善 さ れ る 可 能 性 は 低 い 。 さ ら に 、 蛍 光 ラ ン プ は 、 さ ら な る 高 効 率 化 が
す す め ら れ て い る が 、 や は り 劇 的 に 改 善 さ れ る 可 能 性 は 低 い 。 す な わ ち 、 蛍 光 ラ ン プ の 性
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能 改 善 は 限 界 に き て い る と い え る 。 こ の よ う な 実 状 に 鑑 み て か 、 光 源 に 発 光 ダ イ オ ー ド を
用 い た 照 明 装 置 も 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ に は 、 内 面 又 は 外 面 に 蛍 光 体 を 塗 布 し た 蛍 光 管 状 体 と 、 複 数 の 紫 外
線 発 光 素 子 を 基 板 上 に 配 置 し た 紫 外 線 発 光 ダ イ オ ー ド 基 板 と 、 紫 外 線 発 光 ダ イ オ ー ド 基 板
を 蛍 光 管 状 体 の 内 部 に 支 持 す る 支 持 手 段 と 、 紫 外 線 発 光 素 子 に 電 力 を 供 給 す る リ ー ド 線 と
を 備 え た 照 明 管 が 記 載 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 製 作 が 容 易 で 長 期 間 の 使 用 に 耐 え う る 照
明 装 置 を 提 供 す る こ と が 可 能 に な る と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 特 許 文 献 ２ の 照 明 管 は 、 外 部 電 力 を そ の ま ま 発 光 ダ イ オ ー ド に 供 給 す る も の と
な っ て お り 、 部 屋 の 天 井 な ど に 設 け ら れ た 蛍 光 ラ ン プ 用 の 支 持 具 に そ の ま ま 取 り 付 け て 使
用 で き る 構 造 と は な っ て い な い 。 こ の た め 、 特 許 文 献 ２ の 照 明 管 は 、 蛍 光 ラ ン プ か ら の 置
き 換 え が 容 易 な も の と は な っ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ２ ７ ６ ３ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ３ ３ ９ １ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 水 銀 に よ る 害 が な く 、 長 寿
命 で 、 高 効 率 な 照 明 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。 ま た 、 蛍 光 ラ ン プ か ら の 置 き 換 え
が 容 易 な 照 明 装 置 を 提 供 す る こ と も 本 発 明 の 目 的 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 課 題 は 、 発 光 ダ イ オ ー ド と 、 該 発 光 ダ イ オ ー ド を 収 容 す る た め の 透 光 ケ ー ス と 、 外
部 電 力 を 透 光 ケ ー ス の 内 部 に 導 入 す る た め の 電 極 部 と 、 該 電 極 部 か ら 導 入 さ れ た 電 流 電 圧
を 変 換 し て 前 記 発 光 ダ イ オ ー ド へ 供 給 す る 内 部 電 源 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 照 明 装 置
を 提 供 す る こ と に よ っ て 解 決 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 商 用 電 源 な ど か ら 供 給 さ れ た 外 部 電 力 を 内 部 電 源 で 変 換 し て か ら 発 光 ダ イ
オ ー ド に 供 給 す る こ と が 可 能 に な り 、 発 光 ダ イ オ ー ド を 適 切 な 電 流 電 圧 で 駆 動 す る こ と が
で き る 。 ま た 、 透 光 ケ ー ス に よ っ て 、 発 光 ダ イ オ ー ド を 埃 や 湿 気 な ど か ら 保 護 す る こ と も
で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ こ で 、 透 光 ケ ー ス と は 、 全 体 が 透 光 性 を 有 す る 材 料 で 形 成 さ れ た も の だ け で な く 、 一
部 が 透 光 性 を 有 す る 材 料 で 形 成 さ れ た も の （ 一 部 が 透 光 性 を 有 さ な い 材 料 で 形 成 さ れ た も
の ） を も 含 む 概 念 で あ る と す る 。 透 光 ケ ー ス の 透 光 部 は 、 通 常 、 ガ ラ ス や 樹 脂 な ど に よ っ
て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 の 照 明 装 置 に お い て 、 前 記 発 光 ダ イ オ ー ド が 、 ０ ℃ に お け る 熱 伝 導 率 が ２ ０ ０ Ｗ ・
ｍ － １ ・ Ｋ － １ 以 上 の 金 属 で 形 成 さ れ た 基 板 に 実 装 さ れ て い る と 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、
発 光 ダ イ オ ー ド か ら 発 せ ら れ た 熱 を 効 率 的 に 逃 す こ と が 可 能 に な る 。 ０ ℃ に お け る 熱 伝 導
率 が ２ ０ ０ Ｗ ・ ｍ － １ ・ Ｋ － １ 以 上 の 金 属 と し て は 、 ア ル ミ ニ ウ ム （ ２ ３ ６ Ｗ ・ ｍ － １ ・
Ｋ － １ ） や 、 銅 （ ４ ０ ３ Ｗ ・ ｍ － １ ・ Ｋ － １ ） な ど が 例 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 複 数 の 前 記 発 光 ダ イ オ ー ド が 、 ア レ イ 状 に 配 置 さ れ る こ と も 好 ま し い 。 ま た 、 前 記 透 光
ケ ー ス が 円 筒 状 （ 直 管 状 ） に 形 成 さ れ 、 前 記 電 極 部 が 透 光 ケ ー ス の 両 端 に 設 け ら れ る こ と
も 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 本 発 明 の 照 明 装 置 を 直 管 蛍 光 ラ ン プ の 代 替 品 と し て 用 い る こ と
が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 前 記 透 光 ケ ー ス の 一 部 を 金 属 に よ っ て 形 成 し 、 前 記 発 光 ダ イ オ ー ド か ら 発 せ ら れ た 熱 が
透 光 ケ ー ス の 外 部 へ 放 出 さ れ や す く す る こ と も 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 発 光 ダ イ オ ー ド や
内 部 電 源 の 故 障 を 防 ぐ こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 透 光 ケ ー ス が 、 前 記 発 光 ダ イ オ ー ド か ら 出 射 さ れ た 光 を 拡 散 さ せ る た め の 拡 散 手 段
を 備 え て い る こ と も 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 発 光 ダ イ オ ー ド か ら 出 射 さ れ た 光 を 均 一 に か
つ 広 範 囲 に 拡 散 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 発 光 ダ イ オ ー ド の 光 源 色 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｚ ９ １ １ ２ 「 蛍 光 ラ ン プ
の 光 源 色 及 び 演 色 性 に よ る 区 分 」 の ４ ． ２ 「 色 度 範 囲 」 に 規 定 さ れ た 昼 光 色 、 昼 白 色 、 白
色 、 温 白 色 又 は 電 球 色 で あ る と 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 照 射 光 の 色 度 を 一 般 的 な 蛍 光 ラ ン
プ の 照 射 光 と 同 等 に 設 定 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 照 明 装 置 を 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｃ ７ ６ １ ７ － ２ 「 直 管 蛍 光 ラ ン プ － 第 ２ 部 ： 性 能 規 定 」 の
２ ． ３ ． １ 「 デ ー タ シ ー ト の リ ス ト 」 に 規 定 さ れ た 直 管 蛍 光 ラ ン プ の い ず れ か と 同 じ 寸 法
に 形 成 し 、 直 管 蛍 光 ラ ン プ と 置 き 換 え 可 能 な も の と す る こ と も 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 本
発 明 の 照 明 装 置 を 直 管 蛍 光 ラ ン プ 用 の 支 持 具 に そ の ま ま 取 り 付 け て 使 用 す る こ と が 可 能 に
な る 。 し た が っ て 、 置 き 換 え の コ ス ト を 低 減 す る だ け で な く 、 資 源 を 有 効 に 活 用 す る こ と
も 可 能 に な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ っ て 、 水 銀 に よ る 害 が な く 、 長 寿 命 で 、 高 効 率 な 照 明 装 置 を
提 供 す る こ と が 可 能 に な る 。 ま た 、 蛍 光 ラ ン プ か ら の 置 き 換 え が 容 易 な 照 明 装 置 を 提 供 す
る こ と も 可 能 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 照 明 装 置 を 、 図 面 を 用 い て よ り 具 体 的 に 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 照 明 装 置
の 第 一 実 施 例 を 示 し た 外 観 図 で あ る 。 図 ２ は 、 図 １ に 示 さ れ た 照 明 装 置 の Ａ － Ａ ’ 断 面 図
で あ る 。 図 ３ は 、 図 １ に 示 さ れ た 照 明 装 置 を 直 管 蛍 光 ラ ン プ 用 の 支 持 具 に 取 り 付 け た 状 態
を 示 し た 外 観 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
［ 第 一 実 施 例 ］
　 ま ず 、 本 発 明 の 照 明 装 置 の 第 一 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。 第 一 実 施 例 の 照 明 装 置 １ は 、
図 １ に 示 す よ う に 、 電 極 部 ２ 、 透 光 ケ ー ス ３ か ら 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 図 ２ に 示 す よ う
に 、 発 光 ダ イ オ ー ド ４ 、 基 板 ５ 、 内 部 電 源 ６ 、 拡 散 シ ー ト ７ （ 拡 散 手 段 ） 、 支 持 部 ８ が 透
光 ケ ー ス ３ の 内 部 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 電 極 部 ２ は 、 一 般 的 な 直 管 蛍 光 ラ ン プ に 用 い ら れ て い る も の と 同 機 構 で 同 寸 法 の も の と
な っ て い る 。 ま た 、 透 光 ケ ー ス ３ の 外 径 と 長 さ も 、 一 般 的 な 直 管 蛍 光 ラ ン プ と 同 じ 寸 法 と
な っ て い る 。 し た が っ て 、 照 明 装 置 １ は 、 一 般 的 な 直 管 蛍 光 ラ ン プ 用 の 支 持 具 に 搭 載 す る
こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 透 光 ケ ー ス ３ は 、 透 明 な ガ ラ ス 又 は ア ク リ ル に よ っ て 形 成 さ れ て お り 、 発 光 ダ イ オ ー ド
４ か ら 出 射 さ れ た 光 を 外 部 へ 透 過 さ せ る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 発 光 ダ イ オ ー ド
４ は 、 第 一 実 施 例 に お い て 、 ５ 個 使 用 さ れ て い る 。 発 光 ダ イ オ ー ド ４ の 個 数 は こ の 数 に 限
定 さ れ る も の で は な く 必 要 に 応 じ て 増 減 し て よ い 。 ま た 、 発 光 ダ イ オ ー ド ４ の 色 度 は 、 白
色 、 昼 光 色 な ど が 適 当 で あ る 。 第 一 実 施 例 の 照 明 装 置 １ に お い て は 、 発 光 ダ イ オ ー ド ４ と
し て い わ ゆ る ハ イ パ ワ ー Ｌ Ｅ Ｄ を 用 い て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 基 板 ５ は 、 金 属 で 形 成 さ れ て お り 、 支 持 部 ８ に 固 定 さ れ て い る 。 基 板 ５ と し て は 、 一 般
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に は ア ル ミ ニ ウ ム で 形 成 さ れ た も の が 使 わ れ る 。 そ の 理 由 は 、 安 価 で あ る こ と 、 比 較 的 熱
伝 導 率 が よ く 放 熱 特 性 が よ い こ と な ど で あ る 。 こ の た め 、 第 一 実 施 例 の 照 明 装 置 １ に お い
て も 、 ア ル ミ ニ ウ ム で 形 成 さ れ た 基 板 ５ を 用 い て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 し か し な が ら 、 発 光 ダ イ オ ー ド ４ の 消 費 電 力 が 大 き く 、 発 熱 量 が 問 題 と な る 場 合 に は 、
発 光 ダ イ オ ー ド ４ の 発 光 効 率 が 低 下 す る だ け で な く 、 発 光 ダ イ オ ー ド ４ が 故 障 す る お そ れ
も あ る 。 こ の よ う な 場 合 に は 、 ア ル ミ ニ ウ ム よ り も 熱 伝 導 性 に 優 れ た 銅 で 基 板 ５ を 形 成 す
る と 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 発 光 ダ イ オ ー ド ４ か ら 発 せ ら れ た 熱 を よ り 速 や か に 逃 す こ と
が 可 能 に な り 、 照 明 装 置 １ の 性 能 や 信 頼 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 内 部 電 源 ６ は 、 電 極 部 ２ か ら 導 入 さ れ た 外 部 電 力 を 入 力 と し て 受 け 取 る 。 こ の 外 部 電 力
は 蛍 光 ラ ン プ を 点 灯 す る た め の も の で あ り 、 当 然 の こ と な が ら 発 光 ダ イ オ ー ド ４ を 点 灯 さ
せ る の に そ の ま ま 使 用 す る こ と が で き な い 。 そ こ で 、 内 部 電 源 ６ に お い て 、 発 光 ダ イ オ ー
ド ４ を 点 灯 さ せ る の に 適 し た 直 流 電 流 、 直 流 電 圧 に 変 換 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 拡 散 シ ー ト ７ は 、 拡 散 手 段 と し て 用 い て い る 。 拡 散 シ ー ト ７ は 、 発 光 ダ イ オ ー ド ４ か ら
発 せ ら れ た 光 を 拡 散 す る 。 発 光 ダ イ オ ー ド ４ か ら 発 せ ら れ た 光 は 、 指 向 性 が 強 く 、 局 所 的
に し か 光 を 照 射 す る こ と が で き な い 。 こ の た め 、 発 光 ダ イ オ ー ド ４ か ら 発 せ ら れ た 光 を 拡
散 シ ー ト ７ で 拡 散 す る こ と に よ っ て 、 光 の 指 向 性 を 弱 め 、 広 い 面 積 に 均 一 に 光 を 照 射 す る
こ と が で き る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 で 説 明 し た 第 一 実 施 例 の 照 明 装 置 １ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 直 管 蛍 光 ラ ン プ か ら 容
易 に 置 き 換 え る こ と が で き る も の と な っ て い る 。 図 ３ の 例 で は 、 照 明 装 置 １ を ２ ０ Ｗ の 直
管 蛍 光 ラ ン プ と 同 寸 法 に 製 作 し て お り 、 ２ ０ Ｗ の 直 管 蛍 光 ラ ン プ 用 の 支 持 具 ３ １ に 取 り 付
け て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 発 光 ダ イ オ ー ド ４ の 発 光 効 率 は 、 現 状 で も 、 ６ ０ ｌ ｍ ／ Ｗ 程 度 で あ り 、 蛍 光 ラ ン プ の 発
光 効 率 （ ８ ０ ｌ ｍ ／ Ｗ ） に 迫 っ て き て い る 。 発 光 ダ イ オ ー ド ４ の 発 光 効 率 は 、 ２ ～ ３ 年 後
に は 蛍 光 ラ ン プ の そ れ を 上 回 る と 予 想 さ れ て い る 。 こ の た め 、 将 来 的 に は 、 蛍 光 ラ ン プ よ
り も 明 る い 照 明 装 置 １ が 登 場 す る こ と も 大 い に 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 発 光 ダ イ オ ー ド ４ の 寿 命 は ５ ０ ０ ０ ０ 時 間 以 上 で あ り 、 蛍 光 ラ ン プ の 寿 命 （ ６ ０
０ ０ 時 間 程 度 ） に 比 べ 、 非 常 に 長 く な っ て い る 。 こ の た め 、 照 明 装 置 １ は 、 交 換 に か か る
労 力 や コ ス ト を 大 幅 に 削 減 で き る も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 さ ら に 、 蛍 光 ラ ン プ に は 微 量 で は あ る が 、 水 銀 が 使 用 さ て い る 。 近 年 の 、 環 境 へ の 意 識
向 上 に よ り 、 胎 児 や 、 成 人 の 神 経 系 に 悪 影 響 を 及 ぼ す 水 銀 の 使 用 が 全 世 界 的 に 規 制 さ れ て
き て い る （ ヨ ー ロ ッ パ に お け る Ｒ ｏ Ｈ Ｓ 指 令 な ど ） 。 一 方 、 本 発 明 の 照 明 装 置 １ は 、 水 銀
不 使 用 で あ り 、 非 常 に 環 境 に 優 し い も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
［ 第 二 実 施 例 ］
　 続 い て 、 本 発 明 の 照 明 装 置 の 第 二 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ は 、 本 発 明 の 照 明 装 置
の 第 二 実 施 例 を 示 し た 外 観 図 で あ る 。 図 ５ は 、 図 ４ に 示 さ れ た 照 明 装 置 の Ｂ － Ｂ ’ 断 面 図
で あ る 。 図 ６ は 、 図 ５ に 示 さ れ た 基 板 を 上 方 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 二 実 施 例 の 照 明 装 置 ４ １ は 、 図 ５ と 図 ６ に 示 す よ う に 、 各 発 光 ダ イ オ ー ド ４ を 実 装 す
る 基 板 ５ １ が 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 点 で 第 一 実 施 例 の 照 明 装 置 １ と 異 な っ て い る 。 こ の
基 板 ５ １ の 上 部 に は 、 複 数 の 発 光 ダ イ オ ー ド ４ を ア レ イ 上 に 配 置 す る こ と が で き る よ う に
な っ て い る 。 こ の よ う な 構 成 に す る こ と に よ り 、 支 持 部 ８ に 基 板 ５ １ を 取 り 付 け る 作 業 が
簡 便 に な り 、 製 作 コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 照 明 装 置 ４ １ の 長 手 方 向 に 熱 を
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伝 わ せ る こ と も 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 他 の 部 分 に つ い て は 、 第 一 実 施 例 の 照 明 装 置 １ と 略 同 様 で あ る た め に 、 説 明 を 割 愛 す る
。
【 ０ ０ ３ ４ 】
［ 第 三 実 施 例 ］
　 続 い て 、 本 発 明 の 照 明 装 置 の 第 三 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。 図 ７ は 、 本 発 明 の 照 明 装 置
の 第 三 実 施 例 を 示 し た 外 観 図 で あ る 。 図 ８ は 、 図 ７ に 示 さ れ た 照 明 装 置 の Ｃ － Ｃ ’ 断 面 図
で あ る 。 図 ９ は 、 図 ８ に 示 さ れ た 照 明 装 置 の Ｄ － Ｄ ’ 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 第 三 実 施 例 の 照 明 装 置 ７ １ は 、 透 光 ケ ー ス ７ ２ が 複 数 の パ ー ツ で 構 成 さ れ て い る 点 で
第 一 実 施 例 及 び 第 二 実 施 例 の 照 明 装 置 １ ， ４ １ と 異 な っ て い る 。 図 ７ ～ 図 ９ に 示 す 透 光 ケ
ー ス ７ ２ は 、 ２ つ の パ ー ツ で 構 成 さ れ て お り 、 透 明 な ガ ラ ス 又 は ア ク リ ル で 形 成 さ れ た 透
光 部 ８ １ と 、 金 属 で 形 成 さ れ た 金 属 部 ８ ２ （ 非 透 光 部 ） を 組 み 合 わ せ た も の と な っ て い る
。 透 光 部 ８ １ は 、 発 光 ダ イ オ ー ド ４ の 光 の 出 射 方 向 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 金 属 部 ８ ２ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 熱 伝 導 性 に 優 れ た 金 属 製 の 支 持 部 ８ を 介 し て
基 板 ５ １ と 接 続 さ れ て い る 。 こ の た め 、 発 光 ダ イ オ ー ド ４ か ら 発 せ ら れ た 熱 は 、 支 持 部 ８
を 通 っ て 金 属 部 ８ ２ に 到 達 し 、 金 属 部 ８ ２ か ら 透 光 ケ ー ス ７ ２ の 外 部 に 放 出 さ れ る よ う に
な っ て い る 。 し た が っ て 、 発 光 ダ イ オ ー ド ４ の 温 度 上 昇 を 防 ぎ や す く 、 発 光 ダ イ オ ー ド ４
の 輝 度 や 寿 命 に 対 し て 良 い 効 果 を 与 え る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 他 の 部 分 に つ い て は 、 第 二 実 施 例 の 照 明 装 置 ４ １ と 略 同 様 で あ る た め に 、 説 明 を 割 愛 す
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
［ そ の 他 ］
　 な お 、 本 発 明 の 照 明 装 置 は 、 上 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 趣 旨 を 逸
脱 し な い 範 囲 で 自 由 に 変 形 し て 実 施 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 発 光 ダ イ オ ー ド ４ の 光 源
色 を 、 グ リ ー ン や ブ ル ー な ど に し て 、 光 イ ル ミ ネ ー シ ョ ン を 楽 し む こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 透 光 ケ ー ス を 円 環 状 に 形 成 す る こ と に よ り 、 環 形 蛍 光 ラ ン プ の 代 替 照 明 と す る こ
と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 さ ら に 、 透 光 ケ ー ス の 金 属 部 に 冷 却 用 の ヒ ー ト シ ン ク を 取 り 付 け て も よ い 。 こ の よ う に
す る こ と に よ り 、 効 率 的 に 排 熱 を 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 照 明 装 置 の 第 一 実 施 例 を 示 し た 外 観 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 さ れ た 照 明 装 置 の Ａ － Ａ ’ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 さ れ た 照 明 装 置 を 直 管 蛍 光 ラ ン プ 用 の 支 持 具 に 取 り 付 け た 状 態 を 示 し た
外 観 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 照 明 装 置 の 第 二 実 施 例 を 示 し た 外 観 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に 示 さ れ た 照 明 装 置 の Ｂ － Ｂ ’ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に 示 さ れ た 基 板 を 上 方 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 照 明 装 置 の 第 三 実 施 例 を 示 し た 外 観 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ に 示 さ れ た 照 明 装 置 の Ｃ － Ｃ ’ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ に 示 さ れ た 照 明 装 置 の Ｄ － Ｄ ’ 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 １ ， ４ １ ， ７ １ 　 照 明 装 置
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　 ２ 　 電 極 部
　 ３ ， ７ ２ 　 透 光 ケ ー ス
　 ４ 　 発 光 ダ イ オ ー ド
　 ５ ， ５ １ 　 基 板
　 ６ 　 内 部 電 源
　 ７ 　 拡 散 シ ー ト （ 拡 散 手 段 ）
　 ８ 　 支 持 部
　 ３ １ 　 支 持 具
　 ８ １ 　 透 光 部
　 ８ ２ 　 金 属 部 （ 非 透 光 部 ） 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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